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ナバホ バリオベルトナバホ バリオベルト
(JP) シットハーネス/ワークポジショニングベルト

この説明書をよく読ん
でご使用ください

Made in Romania
３年保証

C92

この製品を使用する高所作業には危険が伴います。
作業中の行為、判断についてはユーザー各自がその
責任を負うこととします。
この製品は、高所作業に伴う危険について理解し、承知の上で
使用してください。
使用する前に必ず：
- 取扱説明書をよく読み、理解してください
- この製品の機能とその限界について理解してください
また、この製品を正しく使用するための適切な説明や指導を受
けることを勧めます。

これらの注意事項を無視または軽視する
と、重度の傷害や死につながる場合が
あります。

警告

各部の名称

閉じる / 開く 締める　緩める

1. ハーネスの装着

支点はユーザーの体より
上にとり、EN 795 基準
を満たしていなければ
なりません

4. アクセサリー

2. ワークポジショニングでの使用 3. 適合性： 
アタッチメントポイント/コネクター

間違ったコネクターの
位置

チェストハーネスは、必ずシットハーネス
と併用してください。

作業用ブランコ サイドストラップ

最小破断強度



取扱説明

シットハーネス /ワークポジショニングベルト
各部の名称
(1)  腹部アタッチメントポイント(EN358, EN813適合) 
(2)  側部アタッチメントポイント(EN 358 適合 )
(3)  ダブルバック調節バックル
(3bis)  ファストクイック調節バックル
(4)  ストラップリテイナー
(5)  ショルダーストラップ用アタッチメ ントポイント
 （胸部ロープクランプ取付用）

(6)  ギアループ
(7)  伸縮性ストラップ
主な材質：ポリアミド、ポリエステル

点検のポイント
毎回、使用前に、ウェビングのアタッチメントポイン
ト部分、調節バックル部分、および縫製部分を点検
して下さい。 ウェビングに切れ目がないこと、使用
による、または熱や化学製品との接触による磨耗や
損傷がないことを確認してください。特に縫製部分
にほつれがないか注意して点検してください。
ダブルバックバックル、ファストバックルが正常に機
能することを確認して下さい。

使用説明
フォールアレストシステム及びワークポジショニング
システムの他の構成器具と、このハーネスが適合す
ることを確認して下さい。 
支点はユーザーの体より上にとり、EN 795 基準を
満たしていなければなりません。

図 1. ハーネスの装着
レッグループのバックルを外します。
a. ハーネスのベルト部分を持って両足を通します。 
ベルトストラ ップを引いてウエストサイズを調節
します。 ベルトストラップを折り返し、ストラップ
リテイナーにしっかり収めます。

b. ファストバックルを閉め、レッグループを調節しま
す。 小石や砂、衣服などがファストバックルに挟
まらないよう注意して下さい。 ファストバックル
が正しくロックされていることを確認して下さい。

注意 :  ハーネスが正しくフィットし、使用目的に見
合う快適性が得られるか確認するため、ハーネスを
装着した状態で体を動かしたり、器具を全て装着し
た状態で吊り下がってください。

図２. ワークポジショニングでの使用
2A. 腹部アタッチメントポイントを使用したワーク
ポジショニング
この製品を単体でフォールアレストハーネスとして使
用しないでください。

2B. 側部アタッチメントポイントを使用したワーク
ポジショニング
快適なポジショニングをとるには、足場が必要とな
ります。 ワークポジショニングベルトとして使用して
ください。（最大許容落下距離 :  0.5 ｍ）

図３. 適合性
アタッチメントポイント / コネクター
警告： ハーネスのアタッチメントポイントは、コネク
ターのゲートに、てこの作用を起こす可能性があり
ます。 カラビナの位置が不適切で、突然ロープにテ
ンションがかかったり、カラビナのゲートに衝撃が
加わった場合、ロッキングシステムが壊れ、ゲート
が開いてしまう可能性があります。 このような危険
を減らすために、システム（ランヤード、ディッセン
ダー等）にテンションがかかる度にコネクターが正
しい位置にあることを確認してください。 また、使
用するコネクターの形状や大きさ等がアタッチメン
トポイントに適合していることを確認してください。
留意点 :  安全のために、特にカラビナに関しては、
バックアップをとる習慣をつけて下さい。 ワークポ
ジショニングシステムにバックアップとしてのセカン
ドシステムをセットして下さい。

図４. アクセサリー
4A. 『チェスター』 C64
シットハーネスと組み合わせて使用するチェスト
ハーネスです。
『ナバホバリオベルト』に『チェスター』を組み合わ
せて使用すれば、EN 361に準じる胸部アタッチメ
ントポイントが付いたフルボディーフォールアレスト
ハーネスとして使用できます。

4B. 『ポディウム』 S70
作業用ブランコ

4C. 『サイドストラップ』 C92100
可動式腹部アタッチメントポイント
『サイドストラップ』は、両側の調節ストラップによっ
て好みの座り位置に調節が可能です。 ２つのリング
はワークポジショニングにのみ使用し、必ず両側を
同時に使用してください。フォールアレストシステム
には絶対に使用しないで下さい。（最大許容落下距
離 : 0.5 m）

一般注意事項

重要な注意事項： 使用前に適切なトレーニ
ングが必要です
使用前にこの説明書をよく読み、製品の正しい使用
方法と使用範囲に関する使用説明書や注意事項は
全て保管するようにして下さい。
図で示された×印がついていない技術だけが認めら
れています。
その他の使用方法は認められていません： 命にか
かわる危険があります。
間違った使用方法及び禁止行為の事例もいくつか明
記しました（×印や、ドクロマークで示されたもの）。
他にも多くの誤った使用方法が存在しますが、それ
ら全てを推測、仮定し、ここに明記することは不可
能ですので、疑問点や不明な点は ㈱アルテリア（TEL: 
04-2969-1717）にご相談ください。
高所での活動は危険を伴い、場合によっては重大
な傷害を引き起こし、死に至ることもあります。
適切な技術及び確保技術を用いた上で十分にトレー
ニングを積み、ユーザー各自で責任を持つようにして
ください。
この製品の使用中、あるいは誤った使用方法から生
ずるいかなる損害、傷害、死亡に関してはユーザー
各自がそのリスクと責任を負うこととします。
各自で責任がとれない場合や、その立場にない場
合は製品を使用しないで下さい。

使用について
この製品は使用方法を熟知していて責任能力のある
人、あるいはそれらの人から目の届く範囲で直接指
導を受けられる人のみ使用して下さい。
PPE（個人保護用具）はダイナミックロープやエネル
ギーアブソーバー等のエネルギー吸収システムと併
用しなければ使用できません。
この製品がお手持ちのシステムの用具と併用できる
か確認し、製品の詳しい説明をお読み下さい。
この製品を長く使用するためには、使用中及び持ち
運ぶ際に注意が必要です。
衝撃を受けたり、表面のざらざらした箇所や鋭くと
がった箇所と摩擦しないようにして下さい。
この製品を使用中に、レスキューを必要とするよう
な事態が起こることを想定し、それに備えるのは、
ユーザー各自の責任となります。

大きな墜落及び衝撃
大きな墜落や衝撃 （製品落下や製品に衝撃がかかる
こと）を受けた後にこの製品を継続して使用しない
で下さい。
外側からは目に見えなくても、変形によって機能の
一部が損なわれたり、内側に損傷が起こっている場
合があり、強度の低下につながります。
不明な点は㈱アルテリア（TEL: 04-2969-1717）にご
連絡下さい。

安全確認
製品の強度や、機能を制限する磨耗が見受けられ
た時は、すぐにその商品を処分して下さい。
安全を守るため、以下のような３段階の確認を行う
ことをお薦めします。
- 使用の前後に製品の状態を点検する
- 使用中、製品の状態及びシステムに含まれる他の
用具との連結部に常に注意を払う
- 更に、専門家による綿密な点検を行う（３ヶ月ごと）
より安全性を追求し、お手持ちの用具をよりよく管
理するためには、製品ごとに点検記録をとることを
お勧めします。また、各 PPE ユーザーはそれぞれ個
人で用具を所有することが望ましいです。

ペツル製品の耐用年数は、新しい技術の発達
及び他の製品との併用を考慮して10年間です
使用年数は、使用の際に製品にかかった強度及び
使用頻度、使用された環境により異なります。
1. 極めて異例な環境においては1回の使用で磨耗
や損傷が生じ、その後使用不可能になる場合が
あります

2. 次のような物質が含まれる特定の環境では著しく
磨耗します： 塩分、砂、雪、氷、湿気、化学品（こ
の限りではありません）

3. スリング、ランヤード及びエネルギーアブソーバー
は、表面のざらざらした箇所や鋭くとがった箇所
と接触することが多く、磨耗しやすい為、耐用年
数は使用頻度が高い場合で平均６ヶ月、標準的
利用で 12ヶ月、使用頻度が低い場合で最大10
年です。

これらの製品の綿密な点検を３ヶ月ごとに行うこと
をお勧めします。点検して問題がなければ、その時
点から３ヶ月使用が可能です。

保証
この製品には、原材料及び製造過程における欠陥
に対し３年間の保証期間が設けられています。
ただし、通常の磨耗、酸化、改造や改変、正しくな
い保管方法、保守整備の不足、事故または過失によ
る損傷、不適切または誤った使用方法では、保証の
対象外とします。

責任
ペツルおよびペツル総輸入販売元である株式会社ア
ルテリアは、製品の使用から生じた直接的、間接的、
偶発的結果またはその他のいかなる損害に対し、一
切の責任を負いかねます。
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